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度合を調査する実験では、セル密度を 900 cpsi から 30 cpsi に
したことで、反応収束時間を 1/5 に、収束後の⽔素濃度を 1/2
以下まで低減することに成功した。さらにこの実験からは、触
媒温度が低下するに伴い表⾯に結露が発⽣することで、⽔素酸












[1] H. Ono, et. al., “Research on hydrogen safety technology utilizing the automotive catalyst”, E-Journal of Advanced Maintenance, Vol. 11, No. 1 
(2019)  
本研究の成果は 2019 年 7 ⽉ 22 ⽇に新聞等のメディアへ向けたプレス・リリースにて発表した。 
また、撥⽔性能の付与に関しては 2 件の特許を出願準備中である。 
図 1. ⽔素濃度・触媒温度・容器湿度の変化 
